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○浴場施設
　浴場施設での菌検出が多く報告されています．
シャワーや気泡浴など，エアロゾルを発生する箇
所が多いので注意を要します．
•浴槽水への塩素剤注入：頻繁な遊離残留塩素濃
　度の測定による適切な濃度管理
•ろ過器入口への塩素剤注入：ろ材の殺菌も併せ
　て実施
•浴槽（循環系配管を含む）の毎日完全換水・清掃
実施．循環式の場合でも 1回 /週以上の完全換
水・殺菌・清掃実施
•ろ過器逆洗洗浄と洗浄後のろ材殺菌実施（１回
/週以上）
•薬剤による浴槽循環配管付着バイオフィルム除
　去（１回 /年以上）
•殺菌剤注入装置の作動状況確認
•シャワーホースやヘッド内部の定期的な分解清
　掃・殺菌実施
○冷却塔・冷却水配管
　冷却塔は構造上感染源になりやすいため，居住
域や換気用外気取入口から十分離して設置するこ
とが望まれます．
•運転開始時（シーズンイン）と運転終了時（シー
ズンオフ）に塔内と配管の殺菌・洗浄実施
•運転期間中の殺菌剤注入と薬剤濃度管理

•微生物や藻類付着状況の点検と清掃実施（清掃
時の廃水は循環配管内に混入させない）
　レジオネラ症防止対策の詳細は，厚生労働省告
示や各自治体の条例，防止対策マニュアル２）を参
照してください．
　レジオネラ症発生により施設の利用者も所有
者・管理者も甚大な被害・損害を受けることにな
りますので，日常の衛生管理を確実に実施するこ
とが重要です．また，レジオネラ属菌が検出され
た場合の対応を，管轄保健所に確認しておくこと
も必要です．
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の微生物の細胞内で増殖します．そして，増殖し
た菌が再び大量に水中に放出されます．この菌が
水系で発生したエアロゾルに含まれ，肺に吸い込
まれてレジオネラ症を発症します．

◎レジオネラ症防止対策
　レジオネラ症防止対策の要点は「殺菌」と「清掃」
です．レジオネラ属菌が寄生する微生物はヌルヌ
ルした生物膜（バイオフィルム）を生成し，これが
保護膜となって薬剤の殺菌作用から宿主の微生物
とレジオネラ属菌を守ります．
　そこで，薬剤や加熱などによる「殺菌」でレジオ
ネラ属菌と微生物の定着と繁殖を抑え，また繁殖
の温床となる微生物や生物膜を物理的・化学的な
作用で「清掃」除去し，さらに定期的な菌検査に
よって菌の有無を確認する（水質基準：不検出，
10CFU/100mL 未満注））という管理体制やルール
を構築します．細菌検査の実施回数は，各自治体
の条例や，「レジオネラ症防止指針」１）に感染危険
因子の点数により推奨される回数が示されている
ので参照してください．

注）CFU：細菌を培地で培養し生育したコロニー数

　以下に，主要な設備の対策の概要を記します．
○中央循環式給湯設備
　給湯設備は，加熱によって殺菌塩素剤が消失し
やすいので，高温殺菌が主要な対策になりますが，
高温による熱傷事故防止に留意が必要です．
•給湯水温度の維持：貯湯槽で 60℃以上，給湯
栓出口で 55℃以上
•貯湯槽，膨張水槽の定期的な清掃・殺菌の実施
•水の滞留箇所（低温度域）の解消，排除

◎レジオネラ症とは
　レジオネラ症は，レジオネラ属菌による感染症
で，レジオネラ属菌を含んだエアロゾル（微粒子
状の水）を吸い込むことにより感染し発症します
（図１）．レジオネラ症の感染源には中央循環式給
湯設備，浴槽，冷却塔，水景（人工池や噴水など），
加湿器などがあります．
　レジオネラ症は，「レジオネラ肺炎」と「ポンテ
ィアック熱」に大別されます．ポンティアック熱
は熱性疾患で比較的軽症ですが，レジオネラ肺炎
は高熱，悪寒，筋肉痛，意識障害などを起こし，
治療が遅れると死に至ることもあります．レジ
オネラ症の発症者は男性が多く，年齢別では 50
歳以上が 90％近い割合を占めています．高齢者，
乳幼児，病気などにより免疫力が低下している人
は，レジオネラ症を発症しやすい傾向があります．

◎レジオネラ属菌
　レジオネラ属菌は湖沼や土壌などに広く分布し
ている細菌です．一般に 20 ～ 40℃で繁殖し，繁
殖に最も適した温度は 36℃前後と言われていま
す．また，アメーバなどの微生物の細胞内に寄生
して増殖する性質があります．粉塵や人体に付着
したレジオネラ属菌が浴槽水などの人工水系に侵
入し，配管内壁などに付着しているアメーバなど

　最近，レジオネラ症の発生やレジオネラ属菌
の検出による施設営業停止などのニュースをよ
く耳にします．給湯設備や浴場施設などでの防
止対策を教えてください．
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図1　2016年の国内のレジオネラ症患者報告数
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